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本研究 は ， be n z odia z epin e 誘導体 で ある dia z epam の 記憶 に 対す る影響 を調
べ る た め に 行 わ れ
た ． 実験 1 で は ， 正 常の 対象20 人 をt 各群10人づ つ の 2群 に 分 け た ．
一 方の 群の 対象に ， diaz epa m O．2
m gノkg を静脈内 に 投与 し， 他方の群 の 対象に は ， 生理 食塩水 を投与 し た
． 注意や 覚度 を検査 す る た め
に ． 点知覚検査 ， 語音知覚検軋 線分知覚検査 を行 っ た 一 他 に ， 図形 と無意味語 の自由再生と再認
の検
査， 対語 の自由再生， 手掛 か り 再生と再認検査 を行 っ た 一 実験 2 で は， 正 常人16名 の対象 を ， 各群
8名
っ っ の 2群 に 分 け ． 一 方の 群 に ， diaz epa m O．2m glkg を静脈内に 投与 し ， 他方の 群 に 生 理食塩水 を投
与 した ． 図形検査 で は ， 3種 の検査 を行 っ た 一 第 1の 検査 で は ， 対象 に 図形 を提示
し即時に 再生 を行わ
せ た ． 第 2の 検査 で は ， 対象 に 図形 を捷示 し ， 30秒後 に 再生 を行わ せ た ． 第 3 の 検査で は ， 対象 に 図形
を捷示 し ， 30秒後 よ り6 0秒後 まで 計算 を行わ せ た 衡 図形 を再生させ た ． 単語検査 も 3種 の 検査 を行
っ
た ． 第 1 の検査で は ， 対象 に 単語 を聞か せ ， 即時の 再生を行 わ せ た ■ 第2 の検査 で は t 対 象
に 単語刺激
後 ， 30秒 で再生 を行わ せ た ． 第 3 の 検査で は ， 対象 に 単語刺激後 ， 30秒か ら60秒後ま で計算を行
わ せ ，
その 後再生 を行 わせ た ． 結果 は ， 実験 1 で は ， 図形の 自由再生 と再認 ， 対語 の 自由再生と手掛
か り再生
で ， 有意 な影響が み ら れ た が ， 他 の 検 査で は ， 有意 な薬物 の影響 は認 め な か っ た
一 実験 2 で は， 図形検
査 と単語検査 に お い て ， dia z epam 投与群が 有意に 成績が悪 か っ た ． 忘 却量 で は ， 両群間
に 有意 の差 を
認 め な か っ た ． こ れ ら の 結果 よ り ， dia z epa m の 注 意や 覚度 に 対 す る 影響
は少 な い と 考 え ら れ る ．
dia z epa m は ， 視覚的記憶 と聴覚的記憶 の両方 に 影響 を及ぼ す ． 視覚的記憶
で は ， 自由再生と再認 に 影
響 を及 ぼ した ． 対語の再生で は ， dia z epam は ， 手掛か り再生 よ り ， 自 由再生 に 強 く影響 を及
ぼ し た 一
dia z epa m は ， 近時記憶に お け る記憶容量 を減少さ せ るが ， 忘 却量
に 対 す る diazepa m の 影響 は ， 少な
tlと 考 えら れ る ．
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Be n z odia z epin e 系の 薬剤 で あ る dia z epa m に よ
り ， 認知障害が お こ る と され て い る
u
－ dia z epa m の 記
憶 に 対す る影響 は ， 一 般 に ， 記銘過程 に 強 く ， 短期記
憶 よ り長期記憶 で ， 顕著 に 認 め ら れ る と い わ れ て い
る2I． 短期記憶や 注意 に 関す る dia z epa m の 影 響 に つ
い て は ， 種 々 の報告が あ り ， 意識や 注乳 記憶 に 対す
る影響が ， dia z epa m の 投与法や用量 に よ り ， 違 う 可
能性 もある ． 更に ， 記憶の 機構 に つ い て も ， 不明 な点
が 多く ， 記憶 の 分類で も ， 短 期記憶 ， 長期記憶 ， 近 時
記憶， 遠 隔記憶や作動記憶等と ， 種々 の 分類が な さ れ
てお り
， 統 一 し た見解が ある と は言い 難い
錮
■ 記憶検
査 に お い て も ， 刺激 の 数 や形式 に 種々 の 違 い が あり ，
保持 時間の 差， 再生 方法 伯 由再生 ， 手掛か り再生， 再
認 割 の 種類が数多く考 え られ る ■ こ の よ う な記憶検
査の 種類 に よ り ， dia z epam の 影響が どの よ う に 異な
る か と い っ た 問題 は ， ま だ充分 に 解明 され て い ない
本研究で は ， dia z epa m の 注意 ， 記憶 に 対 する影響を
調 べ る た め に ， 視覚 的お よ び聴覚的刺激を用 い た 一 視
覚的記憶 に 関 して は ， 自由再生と再認 を検査し ， 聴覚
的記憶で は ， 自由再生 ， 手掛 か り再生 ， 再認を検査し
A b bre viatio n s こG A B A， ga m m a－ min obutyric a cid
Dia zepa m の 記憶 に 対 す る影響
た． また ， 視覚的 お よび 聴覚的記憶 に お い て ， 近時記
憶での保持の 時間に よ り ， どの よう に diazepa m の 影
響がみ られ る か を調 べ る た め ， 刺激後 の 保持時間と保
持条件 を変 え ， 再生させ る 実験 を行 っ た ．
対象お よ び方法
1 ． 実 験 1
1． 対象
対象は正 常 の男 子 学生 ボ ラ ン テ ィ ア2 0人 で ， 年齢
は， 18歳か ら29歳 ま で ， 平均23．4歳 で あ る t 対象を無
作為に ， 各10人 の 2群 に 分 け た ．
2 ． 検査方法
一 方の10 人に 対 し， dia z epa m O．2mgノkg を静脈内
投与し ， こ の 群 を D 群 と す る 一 他方 の 群 の10人 に 対
し， 生理食塩水 2ml を静脈内に 投与 し ， こ の群 を P群
とする ． 実験 1 で は， 表 1 に 示 す検査 を薬物投与後15
分から行っ た ． 視覚刺激 の カ
ー ドを 用い る場合 に は ，
被験者と の感覚 を約 1m と した ■ 被験者 に は 小冊 子 を
与え， 各検査 の 回答 を記 入 させ た ．
い 点知覚検査
図1 に 示 した よ う に ， 縦 の 中央線 で 区切 ら れ た 縦
19cm ， 横 27c m の 1 5枚 の カ
ー ド の 左 右 に ， 直 径
4m m の点が ラ ン ダム に 数個あ る ． 各カ ー ド を 3秒 間
被験者 に掲示 後 ， 左 右 の点の 異同を判別 さ せ た ．
2う 語音知覚検査
20偶の 青か ら な る ， 無意味な 語音列 を ， 検 者が15秒





Fig． 1． An e x a mple of c ard for dot－pe r Ceptio n
test．
525
され た音 を弁別 し ， そ の 数 を記入 す る検査 で あ り ， 14
回施行 した ．
3う 線分知覚検査
図 2の よ う に ， 縦 14c m ， 横 19c m の 6枚の カ ー ド
の 中に ， 長さ 18m m の 線分が ラ ン ダム に 各カ ー ド 中，
19本 か ら29本あ り ， その 中の数本が交叉 し てい る ． 各
カ ー ド を 3秒間提 示 し ， 直後 に ， こ の 交叉 点の 数を 被
験者に 記入 さ せ た ．
4う 対語記憶検査
主 と して三 宅式記銘力検査5衿I乃 の 語 句 を使用 し ． 有
関係対語 5札 無関係対語 5対 を別 々 に ， 各対語 を10
秒間隔で ， 口頭 に て 提示 した ．
iう 自由再生課題
有関係及 び無関係対語を別 々 に 提示 し ， それ ら の 語
句を自由再生さ せ た ．
iり 手掛か り 再生課題
有関係 と無関係対語 の 刺激語を 口 頭で提示 し ， 被験
者 に 反応語 を再生さ せ た ．
iiil 再認課題
有関係と無関係対語の反 応語10個 と ， 新 た に 加 えた
30語 ， 計4 0個 の単語 を ， ラ ン ダム に 口頭 で提示 し ， 被
験者 に ， 反応語 か どう か の異同弁別を行わ せ た ．
51 図形記憶検査
M em ory for de sign te st
8，
と ， ベ ン トン 視覚記銘検
査91の 図版 を修正 し た ， 縦 1 4c m ， 横 19c m の 大き さ の
20枚 の カ ー ド を使 っ た ．
il 自由再生課題
1 0枚 の カ ー ド を用 い ． 各カ ー ド を 1枚 づ つ 5秒間提
示 し， 15秒後 に 被験者に 再生さ せ た ．
iり 再認課題
自由再生課題 の 後 に ， 新 し い カ ー ド10枚 を加 えた ，
計20枚の カ ー ド を ラ ン ダ ム に 提示 し， 被験者に ， 記銘
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Fig． 2． An ex a mple of c a rd fo r rod
－pe rC ePtio n
test．
526 平
3 モ ー ラ の 無意味語 5個 を ， 10秒 間隔 で 口 頭 に て 提
示 し ， 直後 に ， 被験者に 再生 させ た ．
ii l再認課題
自由再生課題の 後 に ， 新しく 3モ ー ラ の無意味語 15個
を加え た ． 計20語 を ラ ン ダム に 口 頭提 示 し ， 被 験 者
に
， 記銘 し た語 か どう か の 異同弁別 を行わ せ た ．
り 検査手順
検査 は表 1に 示 す よう に ， dia zepa m また は生 理 食
塩水 を投与後15分よ り開始 し た ． 対語記憶検査 の 自由
課題 と手掛 か り 再生 ， 図形記憶検査 の自由再生課題 ，
無意味語記憶検査の 自由再生課題 は ， 同 じ検査 を再度
行 っ た ．
iつ 統計方法
P群お よ び D 群 の 両群間 の 検定 に は t 検 定 を用 い
た ．
再認検査に お け る各被験者の 得点 は ，
工 二 亡PくH卜 PくF封コノ1 － PくF Al， Pく印 ， 正 答 率ニ
PくF封 ， 誤警報の 率， の 式 珊 を 用 い て ， 工Xく正 答す べ き
項目数I と し て 算出 した ．
点知覚検査 ， 語音知覚検査 ， 線 分知覚検査は ， 正 答
の 百 分率で比 較 し た ． そ の他 の 検 査 に お ける 各被験者
の得点は ， 正 答数 と した ．
I工． 実 験 2
1 ． 対象
Tablel． Schedule of e xpe rim e ntl．




dot－per C eptio nte st
v e rbal－pe r C eptio ntest
r od－Pe r C eptio n test
Pair ed w o rd m e m o ry test
tfirst triaり
fr e e r ecal 1ta sk
cu ed r e c allta sk
r e c ognitio nta sk
figu re m e m o ry te st
くfir st triaり
fr e e r e c allta sk
r e c ognitio ntask
n o n－ m e a ni g w o rd m e m o ry te st
tfirst tria1
fr e e r e c allta sk
re c ognitio nta sk
pair ed w o rd m e m o ry test
くs e c o nd triall
fr e e re c allta sk
c u ed r e c alltask
figur e m e m o ry test
くs e c o nd trial
fre e r e cal 1task
n o n－ m e a ni g w ord te st
くs e c o nd trial
fr e r ec allta sk
松
対象 は正 常の 男子 学生 ボ ラ ン テ ィ ア16 人で
， 年齢
は ， 20歳 よ り24歳 ， 平均22．4歳で あ る ■ な お ， こ の 対
象 の 中 に ， 実験 1 と同 一 の 対象が 3名含ま れ て い る ．
2 ． 検査方法
対象 を無作為 に 各 8 人の 2群 に 分 け ， 実験 1 と同様
に ，
一 方の 群の 被験者に dia z epa m O．2mglkg を静脈
内投与 し ， こ の 群 を D群 と し ， 他 方 の 群 の 被験者に
は ， 生理食 塩水 2ml を静脈内投与 し ， こ の 群 をP群と
す る ． 検査 は ， 薬物 を投与後 ， 20分か ら 開始し ， 以下
の 2種類の 検査 を行 っ た ．
1う 図形検査
図 3 に 示 し た よう に ， 9個の 点の 間 を t 3個所の み
線分 で 結 ん だ図形 を ， 各 5 枚 ず つ ， 3組 使 用 し た ．
カ ー ド の 大 き さ は縦 1 8cm ， 横 25cm で あ り， 被験者
と カ ー ド と の 間隔は約 1m で あ る ． 各 組 の カ ー ドと
も ． 検 者が 2秒 の 間隔を お き ， 5秒 間提 示 し た ． 第1
組 で は ， 5枚提 示直後に ， 第2組 で は ， 30秒後 に ， 第
3組 で は ， 30秒後 よ り6 0秒後 ま で 計算 を行 わせ た後
に ， 被験者 に 再生さ せ た ．
2う 単語検査
単語 は 4 モ ー ラ で ， 同音異義語 の な い 単 語 ， 30個
を ． 各組10個ずつ の ， 3 組 に 分 け た ． 各組 の 単語と
も ， 口 頭 に て 3秒間隔で 提示 し ， 第 1組 で は ， 10個提
示 直後 に ． 第 2組 で は ， 30秒後 に ， 第 3組で は， 30秒
後 よ り60秒後 ま で計算を行っ た後 に ， 被験者 に 再生さ
せ た ．
3 ． 統計方法
実験 2 で は ， 各被験者の 得点は 正 答数と し， 図形検
査 ， 単語検査の 両方の 成績 を ， D群と P群の 群問と，
第 1組 か ら第 3組の 組間 に つ い て ， 反 復実施の ある場
合 の 2元 配置分散分析法 に よ り ， 群間 ， 組間 ， 群と組









Dia z epa m の 記憶 に 対す る影響
の交互作用 に つ い て検 定を行 っ た ■ さ ら に ， D群 と P
群の 群間と ， ． 第 1絶 と第 2組の 成績差 ， 第2組 と第 3
組の 成績差の 組間差に つ い て ， 反 復実施 の あ る場合 の
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Fig． 4． Pe rc e nt sc o re s o ndoトperc eptio n te st，
V erbal－pe rC eptio nte st a nd r odTperC eption te st．
D， dia z epa m gr o upニ P， pla c ebo gro up ニDot，
dot．per c eptio nte stニ Ve rbal， V erbal－pe rC eptio n
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Fig．5． Fr e e re callscore s of a s s o ciate pair ed
Verbal w o rds o npair ed v e rbal w ords te st． D，
dia zepa m gro up ニP， pla c ebo gr o upこ 1st， the





の 交互 作用に つ し1て 検定を行 っ た ．
成 績
工 ． 実 験 1
1 ． 点知覚検査
点知覚検査 で は ， 図4 に示 した よう に ， D 群 く平 均
士標準偏差， 以 下 同様H94．0士1 1．7ナ と P群く100． 士
0う の 成績 に 有意 な差 は出現 せ ず
， 本検査 に お け る
dia z epa m の 影響 は認め られ な か っ た ．
2 ． 語音知覚検査
語音知覚検査の 結果は
， 図4 に示 した よう に ， D群
く90．0士8．即 と P群く89．3士9．71 の 成績は有意差が み
られ ず， dia z epa m の 影響 は認め な か っ た ．
3 ． 線分知覚検査
線分知覚検査に お い て は ， 図 4 に示 した よう に ， D
群 く95．0士7．71 と P群く96．7士6．7I の成績 に は有意差
は出現 し な か っ た ． こ の た め ， 本 検 査 に お け る




有関係対語の 自由再生課題 で は ， 図5 に 示 し た よう
に ， 第1 回 と第 2 回の 検査で ， D群の 成績く第 1 回 ，
7．4士1 牒91く第2 回， 7．9士1．4引 が P群 の 成績 く第 1
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Ist 2nd
Fig． 6． Fr e e r e c all s c o r es of n o n－ a SS O Ciate
pair ed w o rds on paired verbal w o rds te st． D，
dia z epa m gr o up iP， pla c ebo group 三1st， the





な低下 くpく0．0引 を認め た ， 以 上 よ り t こ の 検査 に 対
して ， dia z epa m は影響 を与え た と 考 えら れ る ．
iり 無関係対語
無関係対語の 手掛か り再生で は ， 図6 に 示 した よ う
に ， 第 1回 と第 2 回 の検査 で ， D群 の 成績 く第 1 臥
5．3士2．1引く第 2 臥 7．2士2． 叫 は ， P群の成績 席 1
臥 8．3 士1．27H第2 臥 8．9 士1． 循 よ り有意 の低下
くpく0．0011 を認 めた ． こ の よ う に ， 本検 査 に お い て
も
．
dia z epa m は影響を及 ぼ す も の と考 え られ る －
2う 手掛 か り再生課穎
iつ 有関係対語
図 7 は， 有関係対語の 手掛か り 再生 に お け る ， D群
と P群の 成績 を示 した も の で あ る ． 第 1回 の 検査 で
は ， D群 の 成績く3．7士1．OI が P群 の成績く4．9 士0． 31
に 比 較 して ， 有意の 低下 くpく0． 抽 を認め た ■ 第 2回
の検査で は ， D群く4．4 士0．引 が P群く5．0 士01に 比較
して ， 低下傾向くpく0．1 を認め た ． 以上 よ り， こ の検
査 に お い て diazepa m は成績 を低下 させ るも の と 思 わ
れ る ．
iiう 無関係対語
無関係対語 の手掛か り再生の結果 は ， 図8 に 示 し た
よう に ， 第 1回 の 検査で は ， D群の 成績く2．3士 1 －551
は P群の 成績く4．1 士0． 83一 に 比 較 し て ， 有意 の 低下
くpく0．00い を 認め た 一 第 2 回 の 検査で は ， D群く3－8 士

























D P D P
Ist 2st
Fig． 7． Cu ed re c alls c o r e s of as so ciate paired
w ords o npair ed v erbal w ords te st． D， dia z e
．
pa m gr o up iP， pla c ebo gr o upニ1st， the fir s
t




， Pく0，1 by t－teSt．
松
か っ た ， 以上 よ り ， dia z epam は ， この 検査 に お い て
成績 を低下 さ せ るが ， 第 2回 の 再生で は ， 影響が 少な
く な る と考 え ら れ る ．
3う 再認課題
図9 に 示 した よ う に ， 有関係 お よ び無関係対語 の再
認で は ， D群 く8．6士 1．4ナ， P群 く9．4士0－491 と両群間
に 成績 の 有意差 は認 めな か っ た ． こ の よ う に ， 対語の





































D P D P
Ist 2nd
Fig． 8． Cu ed re c all sc o re s of n o n
－ a SS O Ciate
pair ed w o rds o npair ed v e rbal w ords
te st－ D，
dia z epa m gro up iP， pla c ebo gr o up 芸1st， the




















Fig． 9． Re c ognitio n sc o r es of a ss o ciate
a nd
n o n－ a S SO Ciate w o rds o npair ed v e rbal w o rds
te st． D， dia z epa m gr o up ニP， pla c ebo g
r o up－
Dia z epa m の 記憶 に 対 する 影響
5 ． 図形記憶検査
11 自由再生課題
図形記憶検査の 自由再生で は ， 図1 0に 示 した よ う
に ， 第 1 回 の検査 で ， D 群の 成績く9－4 士0． 欄 は P群
の成績く10．0士 01に 比 較 して ， 有意 の低 下 くpく0．0い
を示した ． 第 2 回の 検査 で ， D群 く9．6 士0． 的 は P群
く9．9 士0．封 と両群の 成績 に 有意差 は認め なか っ た 一 以
上より diaz epa m は ， 図形 の 自由再生 に 影響 を及 ぼ す
が ， 2 回の 刺激後 で は ， 影響 は 少 な く な る と 思 わ れ
る ．
21 再認 課題
図形記憶検査 の 再認で は ， 図11に 示 した よ う に ， D
群く8．4 士1．4I は P群く9■6士0．66りこ比 較 して ， 有意 に
成績の低下くpく0．0引 を 示 し た ． こ の よ う に ， 図形の
再認でも dia z epa m は影響 を及ぼ し ， 成績 を低下 させ
ると考えら れ る ．
6 ． 無意味語記憶検査
11 自由再生課題
無意味語記憶検 査 の 自由再生で は ， 図12に 示 した よ
う に ， 第1 回の 検 査で ， D群く3．0士1．3Iと P群く3．8士
1．り の間に ， 成績 の 有意差は み られ な か っ た ． 第 2回
の 検査で は ， D群 の 成績 く4． 0士1 ．21 は P 群 の 成績
く4．8士0．即 に比 較 し て ， 低下傾向くpく0． いを認め た ．
第1 回の 無意味語の 再生 検査 で は ， dia zepa m の 影 響
は明らか で は な か っ たが ， 2国 利激 に お け る再生 で ．

























D P D P
Ist 2nd
Fig． 10． Fre e r e c allsc o re s of figu r es on figu r e
m e m o ry te st． D， dia zepam gr oup ニP， pla c ebo
gr o up ニ1st， the first trialニ 2nd， the s e c o nd
triali
＋＋ ．
， pく0．01 by t－te St．
529
2う 再認課題
無意味語記憶検 査 の 再認に お い て は ， 図13に 示 し た
よう に ， D群く4 ．2士0．卵 ， P群く4．8士0 ．4ン と両群間 の
成績 に 有意差 は出現 しな か っ た ． こ の よ う に ， 無意味


















Fig． 11， Recognitio n sc o r es o nfigu re m e m o ry
test． D， dia z epa m gr o up こP， Pla c ebo gr o up 芸
H




































エコ P D P
I s L 2 n d
Fig．12． Fr e e r e c alls co re s of w ords on n o n．
m e a ni g w ords m em o ry te st， D， dia z epa m
gr o up ニP， plac ebo gr o upニ1st， the first trialニ




工I． 実 験 2
1 ． 図形検査
表2 は， 実験 2 の図形検査 の ， D群 と平 群の 成績を
示 した も の で あ る ． 両群 間 の 成績 は ， 亡F く1， 421
ニ
13．41， pく0．01コ と有意差が出現 し ， D群 は P群 に 比
較 し ， 成績が低 か っ た ． 組 閣の 成蹟 は ， げ く2， 421
ニ
3．75． pく0．05コ に よ り ， 絶 間に 有意差が出現 した ． 群
と 組 の 交互 作 用 は認 め ら れ な か っ た ． 以 上 よ り ，
dia z epa m は図形検査 の 再生 を低下 させ ， 両群 と も組
に よ り ， 再生 に 差が み ら れ る が ， こ の 傾 向の 群 に よる
遠 い は 少な い と考 え られ る ．
表 3 は， 図形検査 に お ける D群と P群の 成績 で ， 第
1絶 と第 2組 の 差， 第 2絶と 第 3組の 差 を示 した も の
で あ り ， こ れ ら は各組間の成績差 ， す なわ ち忘却量 を
示 す と 考え られ る ． 両群 間で は ， 有意羞 は み られ ず ，
組差間で は ， げ く1， 281ニ 10．13， p く0■01コ と有意善が
出現 し た ． 群 と組 差の 交互 作用 で は ， 亡F く1， 2即 ニ
12． 13， pく0．01コ と 有意差が み と め られ た － こ れ ら の
所見 に よ り ， 全体的な忘却量 で は dia z epa m の影響 は
み ら れ ず， 保持時間 を考慮 し た 忘却量 の 違 い で は ，

















Fig．13． Re c ognitio n s c or e s o n n o n
－ m e aning
w ord m e m o ry te st． D， dia z epa m gr o up iP，
Pla cebo gr o up．
Table2． Fre e r e c all sc o re son figu r ete st－
松
dia z epa m 投与群 は30秒 ま で はや や 忘却量が多い が ，
30秒か ら60秒 で は， 対照群 の忘却量が や や 多い 傾向を
示 した ．
2 ． 単語検査
表 4 は， 実験 2 の単語検査 に お ける ， D群 と P群の
成績 を示 した も の で ある ． 両群間の 検定で は ， 亡Fく1，
42Iニ 25．56， pく0．01コ と有意羞が 出現 し ， D群の成績
が P群 の 成績 に 比較 して ， 有意の 低下 を示 した ． 絶間
で は有意差は出現 せ す ， 群 と 組 の 交互作用 も 認め な
か っ た ． 以 上 よ り ， dia z epa m は 単語 の自由再生 で の
成績 を低下 させ るが ， 両群と も保持時間に よ る忘却量
は少 な く両群 に 善が な い と考 え られ る ．
表5 は， 単語検査 に お け る ， D群 と P群の 成績で ，
第 1 組と 第2 組の 差 ， 第 2組 と第 3組 の差 を示 したも
の で あ る ． 群間 と 組差間 で は ， 有意善 が 認 めら れ な
か っ た が ， 群 と 組 差 の 交 互 作用 で は 亡Fく1， 281こ
20．25， pく0．0り と 交互 作 用 が 認 め ら れ た 一 す なわ
ち ， 忘却 量に 対 し て ． dia zepa m は影響が み ら れず，
本検 査は 0秒 か ら3 0秒 ま で と ， 30秒か ら60秒 までの保
持で ， は っ き り した 忘却 の差 が み ら れ な い 検査である
こ とが わ か る ． しか しな が ら ， 群 と組差の交互作用を
認 め た こ とか ら ， 忘却量 と時間の関係 をさ ら に 詳しく
検討 す る と ， diazepa m 投与群 と対照群の 間に は ． 遠
い が み ら れ る 可能性 が あ る と考 え られ る ．
考 察
実験 1の ， 点知覚検査 ， 語音知覚検査 ， 線分知覚検
査は ， 要素的な 点や線分， お よ び語音 を検知す る検査
で あ り ， 視力ま た は聴力と視覚的お よ び聴覚的刺激に
対す る ， 覚度や 注意 に 関係 した 検査 で ある と考 えられ
る ． こ れ ら の 検査 で は ， い ずれ も D群 と P群の 成績に
有意差 を認め な か っ た ， し た が っ て ， 上 記 の 結果よ
り ， 覚度や 注意に 対 して ， dia z epa m の 影響 は少ない
と考 え られ る ．
こ れ まで で は ， dia zepa m が 覚度や 注意 に対 して影
響 を与え る と し た 報告 が多 い が ， 影響 を示 さ な い とい
う 報 告 も あ り ， 一 致 し た 結 論 は得 ら れ て い な い ．
gr O up O s e c
30se c 60 s e c
m e a n S D m e a n SD m e a n S D
dia z epa m 2．63 1．41 2．75 0．8 3
2 ．38 0．86
pla c ebo 4．00 1．00 4．25 0．92
2．75 0．97
o s e c， im m ediate r e c alli 30se c， r eC allat 30s e c o n
ds afte r stim ulatio nこ 60s e cJ
r e c allat60 s e c o nds afte r stim ulatio n．




dia z epa m を0．24m glkg静脈内投与後
に ， 数字 を検出させ る 覚度検査 を行 い ， 覚度 に 対す る
diazepa m の 影 響 は少 な い と 報告 し て い る ．
一 方 ，
Dix onら
1 2Iは ， 覚度検査 に お い て ， dia z epa m を0． 1か
ら0．3m glkg 静脈内投与 した群 と対照群 との 成績 に ，
有意善が み ら れ た と し て い る ■ Haffn e rら
1 3， は ，
dia zepa m を経 口 で ， 20m g と 10m g 投与 し た群 に ，
文字消去検査 と フ リ ッ カ
ー 融合頻度検査 を行 っ た ． 文
字消去検査で は ， 20m g 投与群 は対照群 と の成績 の 比
較に て ， 有意に 悪 か っ た が ， 10m g 投与群と対照群 と
の間に は ， 有意差 が み ら れ ず， フ リ ッ カ
ー 融合頻度検
査 は， dia z epa m 投与 の 両群 で ， 影響が 認 めら れ た と
報告して い る ． ま た ， G8testa m ら
14，は ， dia z epa m を
経口よ り 5m g 投与 し た後 に ， ラ ン プ 信号に よ り ボ タ
ンを押す検査 を行い ， dia z epa m 投与群 に 対照群 と の
反応時間の比較で ， 有意の 延長 が み ら れ た と報告 し て
いる ． Jaattela ら1 のは ， We chsle rA dultIntelligenc e
ScaleくW A ISナ均 の 符号問題で ， dia zepa m l Om g 経 口
投与群は ， 対照群 よ り ， 投与後1 時間で は ， 有意な成
績の低下を 示 し たが ， 2時間後 で は ， 影 響が み ら れ な
かっ たと 報告 して い る ． Jan Se nら171に よ れ ば ， 1 0mg
の dia z epa m を経 口投与 し た群 は ， 符号 問題 に お い
て， 投与後60分と120分 で ， 対照群 と 有意の差 を認 め
Table3． Diffe r en c e s of s c o r esbetw e e nthe
fir st a nd the s e c o nd task， a nd the seco nd
a nd the third ta sk o nfigu r ete st．
grOup く1卜く2I く2卜く3ン
m e a n S D m e a n S D
dia z epa m
－ 0．13 0．93 0．38 0．99
pla c ebo － 0．25 0．66 1．50 1．32
く1卜く2l， the s c o r e ofthefir st ta sk minus the
S C Or e Ofthe s e c o nd ta skこく2トく31， the s c o re
of the s e c o nd ta sk mintlSthe s c o r e of the
third ta sk．
Table4． Fr e e r e c alls c o r e s o n w o rd test．
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た と して い る ． さ ら に ， フ リ ッ カ ー 融合 頻度検査 で
は ， 有意な差 は み られ な か っ たが ， 信号検出検査 に お
い て ， dia z epa m 投与群と 対照 群 との 間に 有意差が み
ら れ ， dia z epa m は ， 刺激 弁別 の感度を低下さ せ る と
述べ て い る ． 以上 の よう に ． 覚度や 注意に 関 する 検査
で は ， 検査法や 投与量お よ び 投与法 に よ り ， diazepa－
m の 影響の有無 が決 まる も の と思わ れ る ． 本研究の 注
意 に対 す る検査の 刺激は ， 点や線分 ， 語音の よ う な要
素的な も の で あ り ， 提示 の 条件も ， 後 に 行っ た記憶検
査と ほぼ 同程度 で ， 覚度 の 検査 と して は ， 比 較 的長時
間 に わ た り刺激 を提 示 し てい る ． こ の こ と は ， 後の 記
憶検査 で の 刺激が ， 充分 に 知覚 され てい る こ と を ， 推
察す る た め に も 有用 である と 思わ れ ， 本実験の よ う な
条件下 に お い て は， dia z epa m の 覚度に 対す る影響 は
少 ない と考 え られ る ． dia z epa m は ． 静脈内投与後1 5
分で ， 血中濃度が最大と な り ， そ の後は 減少 し て い く
と報告され て お り 鳩 ， 本研究 で は ． 投与後15分か ら 検
査 を開始 して い る が
，
さ ら に 早 期よ り検査 を始 め る
か ， より精度 の 高い 検査 を行 っ た場合 に は ， dia z epa ．
m の 影響の み られ る可能性があ ると 思われ る ． 今後 の
検討 と して ， 注意の精密で定量的な検査と ， dia z epa －
m の血 中濃度 との 相関や ， 注意と 記憶 に 対す る影響 と
の 比較な どが 必 要に なる も の と思わ れる ．
Table5， Differe n c e s of s co r e sbetw e e nthe
first a nd the s ec o nd ta sk， a nd the s e c o nd
a nd the third task o n w o rd test．
grO up く1卜く21 く2卜く3つ
m e a n S D m e a n S D
dia zepa m 0．38 2．34 0．88 2．15
pla cebo 0． 25 1．20 0．75 1．20
く1卜く2コ， the s c o r e ofthefir st ta sk minu sthe
s c o re of the s e c o nd taskニく2l－く3l， the s co r e
of the se c o nd ta sk min u sthe s c o r e of the
third task．
grO up O s e c 30se c 60se c
m ea n S D m e a n S D m e a n S D
dia z epa m 6．00 1．66 5．6 3 1．73 4．75 1．30
pla c ebo 8．00 0．87 7．75 1． 20 7．00 1．23
O s e c， im m ediate r e c alli 30s e c， r e C allat 30s e c o nds afte r stim ulatio n三 60s e c，
r e c allat 60s e c o nds afte r stim ulatio n．
532 平
記憶過程 は種々 の 分類 が な さ れ て お り ， 意見の
一 致
をみ て い 巨な い が ， 従来か ら ， 記銘 ， 保持 ． 再生の 各過
程が考え ら れ て き た ． ま た ， 記憶 の 多重 貯蔵仮説 も捷
唱 され て お り ， 保持の 時間 に よ り ， 感覚記憶， 短期記
憶 ， 長期記憶等に 区分 され る ． 感覚記憶 は ， 1秒以 内
の 短 い 時間の 処理過 程 と考 え られ ， 短期記憶 は ， 20秒
か ら30秒程度 まで 保持 さ れ ， そ れ 以後 は長期記憶 と区
分さ れ る
3I
． ま た臨床的な記憶 の分牢 と し て ， 即博 記
憶 ， 近時記憶 ， 遠隔記憶 と分類 さ れ る こ と が あ る
岬
即 時記憶は ， 数唱検査等 で測定 ．さ れ る 時間 ， す な わ
ち ， 短 期記憶 と ほ ぼ 同様 の
．
， 30秒程度 で ， それ 以 後 ，
数分 か ら数時間ま で を近時記憶 ， そ れ 以後 を遠隔記憶
と区別され る 醐 ． この よ う に ， 記憶過程を保持 の 時間
に よ り分類 す る場合 に ， 種 々 の 方法が考え られ て い る
が ， 本研 究で は ， 主と して近時記憶 を検討す る こ と と
す る ．
実験 1の 図形記憶検査 の自由再生 と再認課題 ， 実験
2 の図形検査 に お い て ， D群 と P群 の 成績 に ， 有 意善
が 認め られ た ． これ らの 結果 よ り ， dia z epa m は ， 視
覚的な近時記憶 を障害 し ， 自由再生 と再認の 両 方に ，
影響 を与 える と 考え られ る ．
水 口 ら21，は ， 安静時と ， dia z epam O ．2m glkg 静注
時 で ， ベ ン ト ン 視覚記銘検査
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の 即 時再生 を行 い ，
diaz ep am 投与時 は安静時に 比較 して ， 正 確 凱 誤謬





dia z epa m を5 句 30m gl日の経 口投与を ， 少 な
く とも畠
．
自問連続 し て 行 い ， 投 与前後 で ， We chsle r
M e m o ry Sc ale
劫 の Vis u al m e m o ry に ， 有意な 差は み
ら れ な か っ た と報告 して い る ． 視覚 刺激の 再認検査と
して は ， Br o w nら
24，が ， dia z epam 7．5m g 静脈投与群
と対照群 と の 間に ， 有意差が 認 め られ た と報告 し てい
る ． 一 方 Gho n eim ら
25，
は ， dia z epa m O．3m glkg 筋 肉
内投与群 と対照群の間で ， 視覚的再認 に 差 は な か っ た
と 報告し て い る ． M ckay ら
26，は
， 物品 の カ ー ド を記銘
さ せ る検査の 自由再生 と再認の両方で ， dia z epa m を
10mg と 20m g 経 口投与 し た群 の成績が対照群 に 比較
し有意 に 悪 く 了再認は自由再生 に 比 較 して影響 が少な
か っ た と報告 して い る ． また ， dia z epa m 5m g 経 口 投
与群 に は ， 記憶 に 対す る影響は認め られ な か っ た と 報
告 して い る ．
こ の よ う に ， 視覚的近時記憶 に 対す る dia z epa m の
影響 は ， 投与 法や投与量 ， 記銘再生 の方法等 に よ り左
右 され るが ， 本実験 で の よう に ， 0 ．2m gノkg 以 上 の 静
脈内投与 で は ， 自由再生， 再認共に 影響 が現わ れ る可
能性が高い も の と考 えら れ る ．
本研 究の 実験 2 の 図形検査で は ， dia z epa m は ， 図
松
形の 再生 を低下 さ せ る が ， 忘却量 に は ほ と ん ど影響を
与 えて い ない ． すな わ ち ， 即時再生 時よ り ， dia z epa－
m 投与群 と対照 群 に 差 が あ り ， こ の 差は ， 保 持時間や
計算 に よ っ て も変化 し な い こ と よ り ， dia z epa m は ，
近 時記憶 の 容量 を減少さ せ るが ． 近時記憶 で の保持時
間や計算に よ る 再生量 の 減 少に は ， あ ま り影響が みら
れ な い と 考 え られ る ．
本研究の 実験 1 の対語記憶検査 ， 無 意 味語記憶検
査 ， 実験 2 の 単語検査 は聴覚的近時記憶 の 検査と考え
られ る ． 実験 1 の対語記憶検査 の ， 第 1 回 と第2 回自
由再生課題 ， お よ び 実験 2 の 単語検査 で ，r dia zepa m
の 影響 が 認め ら れ ， 実験 1 の無意味語記憶検査 の 第2
回 自由再生課題 に お い て も ， dia z epa m が影響 を与え
て い る傾 向 が 認 め ら れ た ． こ れ ま で の 報 告 に も ，
diazepa m の 影 響が あ る と し た 報告
1，1川 叫 イ 吋 が 多く ，
dia z epa m は聴覚的近時記憶検査 の 自由再生 に 対し ，
影響 を 与 える と 考え ら れ る ．
実 験 2 の 単 語検査 に お い て ， 再生 の 成績 で は ，
dia z epa m の 影 響が 認 め ら れ た が ， 忘 却 量 に 対 する
dia zepam の 影 響 は明 らか で は な か っ た ． 以 上 よ り ，
聴覚的近時記憶 に 対 す る dia z epam の 影響 と して ， 近
時記憶 の保持 に は影響 が少な く ， 記憶 の 容量 を減少さ
せ た と考 えら れ る ． ま た ， 実験 1 の 無 意味語記憶検査
の 自由再生課題で ， dia z epam の 影響が 明確 に は み ら
れ なか っ たの は ， こ の 検査 は ， 刺激の 個数 を5個とし
た た め
，
容量 の 低下 の 影響が少 な か っ た た めと 考えら
れ る ．
こ の よ う に ， dia z epa m に よ り ， 近時 記憶 の 容量が ，
初期 よ り低下 して い る こ と が 示 唆さ れ た た め に ， 即 時
記憶 に お け る dia z epam の 影響 を考 える 必要が あろう
と思 わ れ る ． 聴覚的 な即 時記憶検査 に ， 数唱検査があ
る1912 01． こ の 検 査 に つ い て は ， dia z epa m の 影響 がな
か っ た と す る 報告21，22路 用矧が あ り ， Lister狗 は ， be n z o．
dia z epin e系 の 薬剤 は ， 短期記憶 を障害 しな い と 述べ
て い る ． しか し ， G ho n eim ら
30，は ， 1 5個の 数字の 列の
学習で ， dia z epa m を経 口で0．1m glkg， Of2mgJkg，
0．3m gノkg 投 与 した群 は ， 対 照群 に 比 べ て ， 有意差が
み ら れ た と 報告 し て お り ， 同様 に ， Jo n e sら
31I
も ，
dia z epa m 5m g の 経 口 投 与 で ， 数 唱 に 低下傾向を認
め ， dia z epa m は ， 短期記憶 を障害す る と述 べ てい る ．
こ の よ う に ． dia z epa m の 聴覚的即時記憶 に 対す る影
響 に つ い ては ， 意見の
一 致 をみ て い な い と 考えら れ，
今後 ， よ り明細 な研究が必要 と思わ れ る ■
pete ，S e nら32，は ， dia z epa m O．3m glkg 経 口投与群
と対照群 に ， 自由再生と手掛 か り再生 の検査 を行い ，
dia z epa m 投与群 は ， 自由再生と手掛 か り再生の 両方
Dia z epa m の記憶 に 対す る影響
で， 成績が 有意 に 低 か っ た と述 べ て い る ． 同様 に ，
Angu S ら
22，
も ， dia z epa m の 5 へ 30m gl日 の 経 口 投与
を少な く と も 5 日間行 い ， 投 与 前後 を 比 較 し て ，
We chsler M e m o rySc ale
23，の 対語の 手掛か り 再生で ．
有意善が み られ た と報告 して い る 一 本研 究の 実験 1 の
有関係お よび 無関係対語検査 に お い て ， 第 1回 の 手掛
かり再生 で ， diazepam の 影響が 認 め られ ， 第 2 回 の
手掛か り再生で は ， 有関係対語 で ， dia zepa m の 影響
の可酸性が示 唆 され た ． 以上 よ り ， 聴覚的手掛 か り 再
生に つ い て ， dia zepa m は影響 を与 え る も の と考 え ら
れる ． しか し， 第 2 回の 成績に 有意善が み ら れ て い な
い こ とよ り ， 自 由再生 に 比 較 して ， 手掛 か り再生 の 方
は， dia z epa m の影響が 少 ない と考 え ら れ る ．
聴覚的記憶 の再認 に つ い て は ， 本研究 の 実験 1 の 対
語記憶検査 ， 無意味語記憶検査 で行 い ， い ず れ も
diaz epa m の 影響 は明 ら か で はな か っ た ． こ れ ら の 結
果より ， dia z epa m の 聴覚的近時記憶の 再認に 対す る
影響は ， 少な い も の と 思わ れ る ．
一 般の 再生 は ， 望む情 掛 こ定位す るた めの 探索部分
と， それが 正 答 か どう か を確 か め る再認部分の ， 2つ
の過程よ り構成 され て い る と い わ れ て い る
l 珊
． こ の
説と， 自由再生や手掛か り 再生 に お い て ， dia z epa m
投与に よ り ， 成績 の 低下が み ら れ る が ， 再認 で は ， 影
響が みら れ な い 点 を考慮す る と ， dia z epa m の聴 覚的
近時記憶の再生 に 及 ぼ す影響は ， 再 生過程 の探索部分
に
， よ り強く み ら れ る と考 え られ る ．
Br o w nら24一は ， dia z epa m O．75m g の 静脈内投与群
と対照群 を比較 し ， 聴覚 的な刺激の 再認検査 で ， 有 意
差を認めた と 報告 して い る ． また ， 自由再生 と再認の
比較で は ， lo r a z epa m 投与に お い て ， 自由再生よ り 再
認の 方が ， よ り影響が 強く み られ たが ， dia z epa m 投
与で は， この 傾向 は明ら か で は な い と述 べ て い る ． こ
のよう に ． 聴覚的近時記憶 に お け る 再認 に 対 し て ，
dia zepa m の 影響 が認 め られ た と い う 報告も あ り ， 再
認に対する 影響は ， 今後 さ ら に 検討 を要す る も の と 思
われる ．
Dia z epa m を は じ め と す る ben z odia z epin e は ， 脳
では ， ben z odia z epine 受 容体 に 結合 す る と 考 え ら れ
ている 叫351． Be n z odia z epin e受容体 は ， 抑制性伝達物
質である ga m m a－ min obutyric a cidくG A B Al 受容体
と機能的に ， 一 つ の 単位と して作動 し て い る と考 え ら
れる 瑚 ． Ben z odia z epin e の 作 用 は ， シ ナ プ ス 後膜 に
お い て ， G A BA 受容体 に お ける G A BA の 結合 を ， 増
加させ る も の と い わ れ て い る 瑚 ．
Be n zodia z epin e受容体 は ， 大脳辺 緑系 や大脳皮質
に高濃度 に存在す る3 瑚 ． 大脳辺 緑系 は ， 従来 よ り記憶
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と深 い 関係が あ る 部位 と さ れ て お り ， そ の 機 能低下
が ， 記憶障害 と関係 して い る可 能性は ， 充分ある と 思
わ れ る ． しか し
， 多田 ら21は ， be n z odia z epin e 系の薬
剤は ， 学習さ せ た 後 に 投与 し て も 再生 に 影 響 し な い
が ， G AB A の刺激薬で あ る m u s cim ol は， 再生 前に 投
与 して も再生 を障害 す る と し て ， ben zodia z epin e 系
薬剤の 健忘作用 を ， G A B A作動性 ニ ュ ー ロ ン の 促進
と い う 面か ら だ けで は説 明 で き ない と し て い る ． ま
た ， G ho n eim ら
257は ， dia z epa m と ． 抗 コ リ ン 剤で あ
る sc opolamin の ， 記 憶 に 対 す る 影 響 を調 べ ，
dia zepa m が ， コ リ ン の 桔抗薬 と して 作用 す ると い う ．
Co n s ol ら
3 剖の 説を 引用 して ， dia z epa m と S C OpOla－
min は ， 記憶 に 対す る 影響 に 関係が ある と の べ て い
る ． Wolko witz ら401は ， dia z epa m に よ る 健 忘作 用
は ， epis odic m e m o ry の 障害と され る が ， kn o wledge
m e mory が 残 され る た め ， コ ル サ コ フ病 や脳炎後の健
忘の よ う な ， 器 質性健忘症の モ デ ル とな る と述 べ て い
る ． こ れ に 対 し て ， Clark ら4 nは ． dia z epa m 投与 に
よ っ て 起 こ さ れ る 記憶 の障害 は ， 海 馬 の G A B A
ニ ュ ー ロ ン と 関 係 し て い る と 述 べ て い る ． ま た ．
Ya magu chi
42I は ， diazepa m を は じ め と す る be nzo．
dia zepin e 系薬剤 を猫に 投与 し， 海馬に お い て ， 脳 波
の周波数の減少を報告 し ， 臨床の 薬理効果と の 関連 を
述 べ て い る ．
この よ う に ， dia z epa m の ， 記憶に 対す る 影響発現
の 背景 に は ， 主 と し て ， 間脳 や海馬 をは じ めと す る ，
辺緑系 の障害が推定 され て い る が ， その 詳 しい 部位 に
つ い て は意見の 一 致 をみ て い な い ． しか し な が ら ，
dia z epa m 投与に よ り ， 作詩を伴 っ た典型 的 な コ ル サ
コ フ症候群が出現 した と い う 報告は みら れ て い な い ．
また本 実験で は ， 自由再生よ り 手掛 か り再生 で ， よ り




コ ル サ コ フ 症
候群で は ， 手掛か り再生 が ， 自由再生よ り成績 が低下
し
，
刺激語 に よ り
，
記憶が 改善す る こ と は無 い と報告
して い る ． こ れ ら よ り ， 少 なく と も dia z epa m 投与 に
よ り ， 典型 的な コ ル サ コ フ 症 候群 は生 じな い と考 え ら
れ る ． 海馬の 障害に よ る健忘症 の 病態 で は ． 作話 は み
ら れ ず， 近時記憶の 障害 が主体 瑚 と い わ れ ． 本研究 の
記憶障害に よ り近い と思わ れ る ． しか し なが ら ， 先 に
も 述 べ た よう に ， be n z odia z epin e受 容体 は， 大脳皮質
に も 高濃度 に み られ る 郷 た め ， 必 ず し も ， 間脳 や 辺 縁
系の み の 障害 と は考 え に く い ． 臨床 で は ， be n z odia z－
epin e系薬 剤で あ る tria z ola m や flu nitr a z epa m で 一
過性全健忘 に 似た記憶障害 を起 こ した と い う 報告 瑚451
もあ り ， be n z odia z epin eの 使用 に 関 して は ， 記憶障害
に も注意 を払う 必 要が あ る2I． こ の た め ， dia z epa m を
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は じ め と す る be n zodia z epin e の 記 憶 に 対 す る 影 響
は ， 今後更に 検討 が必 要で あ る と考 え られ る ■
結 論
Be n zodia z epine が 記憶障害を呈す る こ と が 報告さ
れ て お り
，
近時記憶 に 対す る dia z epa m の 影響 を し ら
べ る た め実験 を行 っ た ． 実験 1 で は ． 対象は 正 常男子
20名 で あ り ． 10名 に ， dia z epa m O．2m gノkg を静脈内
投与 し ， 他 の10名 に ， 生 理 食塩水 2ml を静脈内 に 投与
し た ． 15分後よ り ， 点知覚検査 ， 語音知覚検査 ， 線分
知 覚検査 ， 対語記憶 に お け る自由再生 ， 手掛 か り再生
と再認検査 ． 図形記憶 に お け る自由再生と再認検査 ，
無意味語記憶 で の 自由再生 と再認検査 を行っ た 一
実験 2で は ， 対象は 正 常男子16名で あ り ． 8名 に ，
dia z epa m O ．2m glkg を静脈内投与 し， 他 の 8名 に ，
生理 食塩水 2ml を静脈内に 投与 した ． 20分後よ り ， 図
形検査 と単語検査 を行 っ た ． 図形検査 で は ， 図形 の 5
枚提 示後 の ． 即時再生と30秒後 の 再生， 30秒 か ら60秒
後に 計算 を行 わ せ た後 の 再生 の ， 3 種 の 検査 を行 っ
た ． 単語検査 で は ， 単語10個 を 口頭提示 し ， 即時再生
と30秒後 の 再生， 30秒後 か ら60秒後 に 計算 を行わ せ た
後の 再生の ， 3種 の検査 を行 っ た ■
以上 の実験 を行い ． 次 の結論 を得 た ． 点知覚検査 ，
語音知覚検査 ． 線分知覚検査に お い て ， dia zepa m の
影響は 明らか で は な く ， 覚度 や 注意 に対 す る dia z e－
pa m の影響 は少な い と 考え ら れ た ． Dia zepa m は ， 視
覚的お よび聴覚的 な近時記憶 に対 し て ， 影 響 を 示 し
た ． 視覚的な 近時記憶 で は ， 自由再生と再認 に 影響を
及ぼ し ， dia zepa m は ， 視 覚記憶に お ける 記憶容量 を
減少さ せ るが ， 近 時記憶で の ， 保持時間や計算 に よ る
記憶の 減退 に は ， あ ま り影響が な い と考 え られ た － 聴
覚的 な近時記憶 に お い て ， 対語 の 自 由再生 ， 手掛 か り
再生 に は ， dia z epa m の 影響 が認 め ら れ ， 自 由再生 が
よ り影響 を受 け や す い と考 え ら れ る ． 聴覚 的な 再認検
査で は
，
dia z epa m の 明ら か な 影響 は認 め ら れ な か っ
た ． 聴覚的 な近時記憶に お い て も ， dia z epa m は ， 近
時記憶 の保持 に は影響が少な く ． 近時記憶の 容量 を低
下さ せ る と考 え られ た ． Dia z epa m に よ る健 忘症 は ，
海馬の 障害 に よ り出現 す る可能性 も考え られ るが ， さ
ら に 詳 しも1検討 が将来必要 と お も わ れ る ．
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A bstr act
This study w a spe rfo r m ed to e x a min ethe effe cts of diazepa m o n m e mory． In the first
e xperim e nt， tW e nty n Or malsubje cts w ere s eparated into tw o groups of te n． Ea ch s ubje ct of
o n egr o up w as inje cted with diaz epa m at a doseof O．2mgノkg intr a v e n o u sly， and the othe r
s ubje cts w e r einje cted with salin eintr av e n o u sly． D o卜per cept1 0 nteSt， Verbaトpe rc eption te st
and rod －pe rC ePtion t es tw er e perform ed in orde r to a ssess a ttention and vigilan c e． Fr e e
rec alland recognitio n of figu r es a nd m e a nlngles sv e rbal w ordsニ fr e e rec all， Cued r ec alla nd
re c ognitio n of paired v e rbal w o rds w e reals o pe rfor med ． In the se c o nd expe rim e nt， Sixte e n
nor mal subjects were divided into tw o groups of eight3 0 ne grO up W aS injected with
dia z epa m at a dose of O．2 mgJ
I
kg intr a v e nously， the othe r group re c eiv ed s alin e． T he
figu r ete stc o nsists of three ta sks． In the first t a sk， figu r es w e r eshow ed to the s ubje cts and
they w e r easked to r e c allim m ed iately． In the sec o nd ta sk， Subje cts w er e asked to r e c a11
the figu r e sa t thirty s e c o nds afterthe stim ulatio n． In the th ird ta sk， Subje ct s w ere a sked to
c alc ulate fr o m thirty s e c o nds to sixty s e c o nds afte rthe figu r epr es e ntatio n， a nd the n a sked
to re c allthe figu r es． The word test c onsists of thr e ta sk ． In thefirs t t a sk， S ubje cts w er e
giv e n w o rds v e rbally and asked to r e ca11the m im m ediately ． In the s eco nd ta sk， S ubje cts
w er e a sked to r e c allthe w o rds at thirty s e c o nds afte rthe stim ulatio n． And in the third
task， S ubje cts w e r e a sked to c alc ulate from thirty se c o nds tosixty s ec onds after the w o rds
stim ulation and then a sked to re c allthe w o rds． In the first experim e nt， the re w e r e
slgnificant d rug eHe ctsin the fr e e r ec all and the recognlt10n Of the figu re te st， and in the
fr e e r ec alla nd the c u ed r eca11task of the paired w o rd test， but the r e was n osignificant
dr ug effe ctin the o ther te sts． In the sec ond e xperiment， the dia z epam group significantly
sho w ed redu c ed pe rfo r m a n c e o nthe figu r etest a nd the w o rd test． In the m e a s u，
r eS Of
fo rgetting， ther e wa s n o signific ant d iffe r e nces betwee n the tw o gr o ups． T he abov e
－
m e nti－
on ed r e s ults s ug gested that d ia z epam haslittle effec t on atte ntio n and vigila nce． D ia zepa m
eLfe cts both o n visual m e mory a nd o n v e rbal m e m o ry． In the visu al m em o ry， dia z epa m
im pair ed fr e e re calla nd r e c ognitio n． In the pair ed w o rds rec allte st， diazepam impair ed
the fr e e rec all m o r etha n the cu ed r e c all． D ia z epa m r edu c ed the c apacity of re c e nt
m e m o ry， but had little effe ct o n the fo rgetting．
